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人気アカウント分析 

～Twitterにおいて人気であるためには～ 
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１．要旨、概要 

i. 要旨 

近年、情報化社会となり情報の価値

が高まりつつあるので、私たちは情報

伝達手段として Twitterに注目し、ア

カウントを分析した。私たちは各アカ

ウントの「いいね」数の中央値を人気

度と定義し、集めたデータをもとにさ

まざまな指標との相関を調べた。その

結果、次のような知見が得られた。 

(１) 社会的地位が高いアカウントの人

気度は高い 

(２) 人気度が高くなる理想のツイート

頻度が存在する 

(３) トレンドワードを含まないツイー

トは人気度が高い 

ということがわかった。この結果を、

実際にアカウントを作成し検証した

い。 

 

ii. 背景 

日本でも、社会の情報化に伴い

Twitteriをはじめ SNSが広く普及してい

る。SNSに関する研究は多数あり、様々

な面で応用できることが知られている。

先行研究では使用言語における Twitter

の利用方法や特徴の差を調べられていた

が、私たちは Twitterでより多くの人に

情報を発信する方法を探りたいと考え、

Twitterでの人気アカウントの分析が有 

効なのではないかと考えた。なぜなら

人気アカウントはその人気さ故に多く

の人に自らの情報を発信することが可

能となる。そこで私たちは人気のある

アカウントにおいて、その傾向、共通

点を多角的に調べることにした。 

私たちが研究に Twitterを選んだ理

由は 3つある。 

 

1つ目は多くの情報がリアルタイムで

更新されることである。常に私たちは新

しい情報を手に入れることができるた

め、情報を集めることが目的であるアク

ティブユーザーも数多く存在すると考え

た。 

2つ目は簡単に情報を世界に発信する

ことが可能であることだ。Twitterでは

つぶやき 1つで些細な情報から重大な情

報まで簡単に情報を発信することができ

る。 

そして 3つ目は日本で若者の間での利用

率が高いことだ。私たちと同じ 20代以

下での SNS利用率において Twitterが高

い割合を占めていた。（図 1） 

 

２．研究目的 

この研究の目的はツイートiiが多くの人の目

にとまるような人気アカウントを作成すること

である。Twitter をはじめ SNS では、不特定多

数の人に情報を伝えることが可能であり、それ

らの情報は受け取った人々に影響を与え、その

考えや心を動かすことで、行動を変えることさ

えも可能となる。人気アカウントはより多くの

人に情報を伝えることができるので、より多く

の人に影響を与えられる。そのようなアカウン

トを作成し、操作することができれば日本だけ

でなく世界中へ影響力を持つアカウントを作成

することができるはずだ。 

そのような人気アカウントには、ツイートや

プロフィールの中に多くの共通点があると考え

られるので、複数の人気アカウントが共通して

持つ特徴や傾向を見つけることが人気アカウン

トの作成につながると考えられる。まず、人気

度というものを定義し、複数のアカウントにつ

いて、人気度と様々な要素を比較し人気アカウ

ントの傾向や共通する特徴を調べる。私たちも

それらの結果を踏まえることで、研究の結果に
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基づいた人気アカウントを作成することができ

るはずだ。また、その人気性を利用してネット

広告などの商業利用や、他の分野への応用を考

えることも可能となるだろう。 

私たちは、人気度と比較する要素の中でも特

に、 ツイートの頻度、 ツイート内の最新情報

の有無、ユーザーの社会的地位の三点がアカウ

ントの人気度に関係があるという仮説を立てた。 

それぞれの仮説を定めた理由は次のとおり

である。まず、ツイートの頻度について、ツイ

ートの頻度が低くなると常に更新されるたくさ

んの人たちのツイートの中で自分のツイートが

目に留まる可能性は低くなっていく。それに伴

って、他人が進んでフォローiiiする可能性も低

くなるだろう。逆に頻度が高ければ、自分のツ

イートがより人目に触れるのでフォローしてく

れる人が増える可能性は高くなる。また、フォ

ロワーが多いと、それだけ多くの人に見てもら

うことになるので私たちの目指す人気アカウン

トとなり得る。 

次に、ツイート内の最新情報の有無について、

先ほども述べたように Twitterでは多くの情報

が常に更新されている。最新情報は特にすぐに

情報を手に入れたいというユーザーの関心を惹

くものであり、少なからずツイートを見る人は

増えると考えられるだろう。 

そして、ユーザーの社会的地位について、社

会的地位の高い人は多くの人に知ってもらえて

いる可能性が高く、その場合には一般的なユー

ザーに比べて進んでフォローされると考えられ

る。芸能人を例として挙げると、テレビに多く

出演している芸能人は Twitterのアカウントと

は別に高い知名度を持っているため、同様に

Twitter でのフォロワーiv数も増やすことがで

きると考えられる。 

 

３．研究方法 

 私たちの研究では、信憑性及び一般性を持

たせるために多くのデータを取り扱う必要があ

る。それにあたって、私たちは短時間で多量の

データを取得する方法を考えなければならなか

った。 

そこで私たちは、「Python」というプログラミ

ング言語を使うことにした。この言語は初心者

でも比較的使いやすく、また、大量のデータを

扱う際によく用いられる。また、私たちの中に

研究以前から Python を習得している人がいた

ということもこの言語を選んだ理由の一つに挙

げられる。私たちはこの Python を用いて

「Twitter API」vにアクセスし、情報を入手す

る。私たちは研究に先駆け、API 操作のための

アカウントを作成した。 

実際に研究を始めるにあたり、まず人気アカ

ウントというものを定義する必要がある。そこ

で、私たちはまずこの研究における人気の定義

について考えた結果、「いいね」vi数の中央値を

人気度と定義した。なぜなら、「いいね」とは他

人から受ける評価の指数であり、リツイートvii

よりも好意的な意味を含む場合が多いと考えた

からである。また中央値は突発的な値を持つよ

うな外れ値の影響を受けにくく、恒常的に人気

なアカウントを調査できると考えたからである。 

実際にデータは Twitter API から、

users/search APIにおいて検索キーワードとし

て日本語の助詞を用いることにより、無作為に

ユーザーを抽出した。そのユーザーのデータを

statuses/user_timeline API に指定すること

で最大 200件の各ユーザーのツイートを抽出し

た。また、後述するトレンドワードを含むツイ

ートに関してはタイムライン上に表示されるト

レンドワードを search/tweets API に対して

入力することによりツイートの情報を入手した。

集計期間と件数について、2016年 12月 12日

時点のユーザーを 2399件、ツイートに関しては

2016年 12月 12日付近のツイートを 335215件

取得した。 

分析では調査した人気度と 6つの指標につい

てそれぞれ比較した。6 つの指標とは、ツイー

ト頻度、リツイート数、フォロワー数、リプラ

イviii率、公式アカウントixか否か、トレンドワ

ードを含むツイートをするか否か、である。 

この分析におけるツイート頻度とは、最新百

件のツイートが何日間によって行われているか

を示したものである。つまり、一日当たり何件

ツイートされているかということである。この

値が大きければ、ツイート頻度が高いといえる。 

リプライ率とは、ツイート総数に対するリプ

ライ数の割合である。 

トレンドワードとは、データ集積当時のツイ

ートに多く現れた言葉であり、これらは
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Twitter 社から提供されている。トレンドワー

ドとなる言葉は Twitterの内外で話題となった

言葉であることが多く、これらが最新情報に結

びついているのではないかと考え、人気度と比

較した。 

また、分析においては獲得した集団をそれぞ

れの指標に即して順に並べ、第 1四分位数、中

央値、第 3四分位数によって 4つの集団に分け

て分析を行った。 

 

４．結果 

i. ツイート頻度 

グラフ 1より、4つの集団のうち、ツ

イート頻度の最も高い集団、最も低い集

団の人気度が低いことが分かる。 

 

ii. リツイート数 

 グラフ 2より、リツイート数が多い

集団は少ない集団に比べ、人気度の平

均が高い。 

 

iii. フォロワー数 

 グラフ 3より、フォロワー数が多い

集団は少ない集団に比べ、人気度の平

均が高い。 

 

iv. リプライ率 

 グラフ 4より、リプライ率の高い集

団は低い集団に比べ、人気度の平均が

高い。 

 

v. 公式アカウントか否か 

 公式アカウントの人気度の平均は

707、非公式アカウントの人気度の平

均は 180であった。 

 

vi. トレンドワードを含むツイートをする

か否か 

 仮説に反し、トレンドワードを含む

ツイートを行う集団に比べ、そのツイ

ートを行わないアカウントの集団が

人気度の平均値が高かった。このこと

から、トレンドワードは、頻繁にツイ

ートされている言葉というだけであ

り、ツイートを見る人の心を動かすと

いう意味とは一致しないからだと考

えられる。 

 

５．考察 

i. ツイート頻度 

結果から、4つの集団のうち、ツイート

頻度の最も高い集団、最も低い集団の人

気度が低いことが分かる。このことから、

理想のツイート頻度があると考えられる。

この理由としては、頻度が低すぎてはツ

イートが閲覧されにくく、高すぎては閲

覧する人が煩わしいと感じるためと思わ

れる。よって、よりツイート頻度の区分を

細かくすることにより、理想のツイート

頻度の値を得られると考えられる。 

 

ii. リツイート数 

結果より、リツイート数の増加は人

気度の増加に影響するといえる。この

理由としてはリツイートと「いいね」は

同時に行われやすいからと考えられる。 

 

iii. フォロワー数 

結果より、フォロワー数の増加は人

気度の増加に影響するといえる。これ

は、フォロワーが増えるとツイートの

閲覧者が増えるため、「いいね」がされ

やすくなり、人気度は高くなると考え

られる。 

 

iv. リプライ率 

 結果から、リプライ率が増加するこ

とで人気度が減少する、つまり、リプラ

イ率の減少が人気度の増加に影響する

といえる。これは、リプライは特定のア

カウントに向けられたツイートである

ため、通常のツイートよりも「いいね」

がされにくく、よってリプライ率の低

いアカウントは不特定多数に向けられ

たツイートが多いため、人気度が高い

と考えられる。 

 

 

v. 公式アカウントか否か 

社会的地位が高いと考えられる公式
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アカウントはそうでないアカウントと

比べ、人気度が高いといえる。これは、

そもそも公式アカウント自体は著名で

あるということがツイッター社に認証

されたアカウントであるため、一般の

人々からの知名度が高く、それに加え

ツイート内容がメディア等に取り上げ

られる場合がしばしばあるため、人気

度は高くなると考えられる。 

 

vi. トレンドワードを含むツイートをする

か否か 

結果から、トレンドワードは、頻繁

にツイートされている言葉というだ

けであり、ツイートを見る人の心を動

かすとは限らないからだと考えられ

る。また、同じ内容のツイートが増え

るため、見る人がその内容に飽きてし

まうため、またトレンドワードを含む

ツイートに「いいね」がされるとして

もツイートを行ったアカウントの数

が多いため「いいね」が分散されるた

め、という他の要因も大いに影響して

いると考えられる。 

 

６．結論 

 私たちは、ツイートの頻度、 ツイート内の最

新情報の有無、ユーザーの社会的地位の三点が

アカウントの人気度に関係があるという仮説を

立てたが、分析結果より社会的地位の高いユー

ザーは人気度が高いということが分かった。ま

た、ツイートの頻度には、高すぎず、低すぎな

い、理想の頻度が存在するとわかった。さらに、

私たちの仮説に反して、トレンドワードを含ま

ないツイートの方がそれを含むツイートより人

気度が高かった。 

 私たちは、この結果から人気度の高いアカウ

ントの特徴をつかむことができた。私たちは、多

くの人に情報を発信するために、ツイッターのア

カウント分析を行ったが、その検証には至らなか

った。 

今後は、検証用のアカウントを作成して、こ

の分析結果の通りにアカウントを操作すると、

人気度の高い、多くの人に情報を発信できるア

カウントが作成できるか検証したい。 
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1. 図表・グラフ 

http://www.soumu.go.jp/johotsusintokei/lin

kdata/h27_06_houkoku.pdf  

 

グラフの横軸は、それぞれの項目において、数

値順に並べ、第 1四分位数・中央値・第 3四分

位数で区切り、4 つの集団に分け、数値の低い

順に 1・2・3・4とした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
i ユーザーが「つぶやき」と呼ばれる 140字以

内の短い記事を書き込み、ほかのユーザーがそ

れを読み、返信をすることでコミュニケーショ

ンが生まれるインターネット上のサービス。 
ii 140文字以内に限定された情報を発信するこ

と。また、その情報。 
iii 他人の投稿（ツイート）を自分のページで

見られるよう登録すること。 
iv フォローした人。自分の投稿（ツイート）

を見られるよう登録した人。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

v 自分のアカウント情報を提示することで、プ

ログラムによってTwitter内の情報を入手する

ことのできるサービス。 
vi 他のユーザーに対して好意を示す働きか

け。 
vii 他のユーザーのツイートを自分のアカウン

トから再投稿すること。 
viii ツイートに対して行う返信。 
ix Twitter社から本人と認証されているアカウ

ント。 

 

                                                 

図 1 総務省ホームページより 
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グラフ３ フォロワー数と人気度の比較 
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グラフ４ リプライ率と人気度の比較  
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